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富山 県 に お ける オオ ムラ サキ クチ バ の 記録 
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A record of Anisoneura aluco (Fabricius) (Noctuidae, Ophiderinae) from Toyama Pref. 
Toshihiko MIzUNo 


2-2-21, Tachibana, Naka-ku, Nagoya, 460 Japan 


Abstract A vagrant specimen of Anisoneura aluco (Fabricius) is recorded from Toyama 
Prefecture. 
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1993 年 8 月 11 日 , 富山 県 上 新川 郡 大 山 町 有 峰 湖畔 東谷 付近 で , 岸田 泰則 ・ 矢 崎 克 己 両 氏 と Catocala の 
採集 中 , 湖畔 の 道路 脇 に 設置 し た ライ トト ラッ プ 100 W 水銀 灯 1 基 ) に 大 型 の 上 峨 が 飛来 し て いた . 次 
を 半開き に し て 幕 に 静止 し て いる その 姿 は 異様 で あり , 一 見 し て “Moths of Nepal” に 記録 きれ て いる 
ヤ ガ と 判断 で きた が , 浅学 の 筆者 に は 種 名 まで 判ら ず と りあ え ず 採集 し た . その 後 , 岸田 氏 に 同定 し て 
頂き 。 オ オム ラサ キク チバ で ある こと が 判明 し た . 


Anisoneura aluco (Fabricius) オオ ムラ サキ クチ バ は , イン ド ・ ビ ル マ ・ マ レー シア ・ ボ ルネ オ ・ 台 湾 
に 広く 分 布 し て いる も の の , 琉球 か ら も 記録 が な く , 奄美 大 島 ・ 九 州 ・ 鳥 取 ・ 愛 媛 ・ 京 都 に 5 つの 採集 





Fig.1 Anisoneura aluco (Fabricius), collected at Arimine Lake, Toyama Pref. on Aug. 11, 
1993. 
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例 が ある だ け で , 今回 の 記録 は お そら く 本 種 の 最 北 の も の と な る . 


この 個体 は 採集 前 日 に 日 本 海 側 を 通過 し た 台風 に より , 台湾 あたり か ら 運 ば れ て きた も の と 考え られ 
る が , 遠 距 離 を 移動 し た に も 関わ ら ず , 図示 し た よう に 傷み の 少な いか な り 新 鮮 な 状態 で あっ た . 有 峰 
湖 周 辺 は , 標高 1.000 m-1.300 m の 地域 に ブナ ・ ミ ズ ナ ラ を 中 心 と し た 夏 緑 樹林 が 広がり , Catocala ella 
ミヤ マキ シタ バ 。C. separans フシ キキ シタ バ 。 C. connexa ヨシ ノ フキ シタ バ が 比較 的 多 産 する 。 今回 は 
それ ら の 採集 を 目的 と し て いた が , 本 年 は 冷夏 の 影響 で Czcz の 発生 が 遅れ て お り , 発生 期 が 早い 
C. sebarans は 満足 すべ き 個 体 数 が 得 ら れ た も の の , C. connexa は わずか 1 頭 が 得 ら ん れん た の み で , C. 
ella に いた っ て は 全く 発生 し て いな か っ た . 


本 稿 を 発表 する に あたり , 採集 に 同行 され た 岸田 泰則 ・ 矢 崎 克 己 。 写真 を 撮影 し て 頂い た 岡田 正 哉 。 採 
集 地 に つい て ご 教示 いた だ いた 山中 浩 の 各氏 に 感謝 する 。 


デー タ : 1 (Fig.1), 11. VIII. 1993, 富山 県 上 新川 郡 大 山 町 有 峰 湖 (1,100 m). 筆者 採集 ・ 保 存 
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A flesh male of Anisoneura aluco (Fabricius) was caputured at Lake Arimine-ko (1,100 m), 
Shinkawa, Toyama Pref., on August 11, 1993 by me. This species is known as a vagrant in Japan, 
where five examples have so far been recorded. The above specimen seems to have flown on a 
typhoon which passed the side of Japan Sea one day before the capture. 
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